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春のおとづれを感じる！
河津桜をパシャリ！

　取材の帰り道に県道64号（大崎輝北線）を車で走っ
ていると、ひときわ目立つ桜の木があったので、思
わず所有者に許可を得てパシャリ!!
　撮影したのは仮宿地区にある『河津桜』です。
　河津桜は、ソメイヨシノと違って濃いピンクがと
てもきれいな桜です。今年は開花が例年より早かっ
たとのことで、一足早い春を感じることができました。

人権啓発シリーズ
～考えてみませんか。人権のこと～
　『人権』の『権』にあたる『ライツ（Rights）』をいま日日
本では『権利』と訳していますが、英語の『ライツ』には『権利』』
とともに『正しい』という意味があります。ところが、日日
本語の『権利』という言葉には、『正しい』という意味が含含
まれておらず、むしろ『利益』という意味合いが強く感じじ
られます。その意味では、『ライツ』に対して『権理』といい
う訳語を当てていた明治初期の方がましでした。『理』の意意
味には、『道理や道筋』という意味があり、『権理』の方が『ララ
イツ』に近いのではないでしょうか。『権理』だとそれは『正正
しいものでなければならない』という感覚になってきますす
が、『権利』となると、『自分の利益になること』という感感
覚覚になるのではないでしょうか。
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